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貴金属地金相場旬報
日　付 円相場金 銀Pt

―田中貴金属工業調べ―

主なニュース主なニュース主なニュース

　日本眼科医会と日本メガネ協会
は、千葉県と佐賀県の日メ協の小
売店会員を対象に、日眼医の「推
奨眼鏡店制度」の運用に向けた実
証試験（テストラン）を行うこと
になった。その詳細を掲載。

J TO 6月３０日～ 7 月 4 日
に夏のタウンセール（２面）

眼科医会と日メ協による推
奨眼鏡店制度の詳細（３面）

全国宝石卸商協組 新理
事長に加藤久雄氏（4 面）

　「ジュエリータウンおかちまち」
（通称ＪＴＯ）は、６月３０日か
ら７月４日までの５日間、「夏の
タウンセール」を開催する。

　全国宝石卸商協同組合は、５月
２１日に東京都千代田区の東京美
宝会館で「第７２回通常総会」を
開催し、加藤久雄新理事長の就任
などを決めた。
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時計工藝新聞の
購読と広告掲載
のお申し込みは
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宝
石
と
の

（旧 石福ジュエリーパーツ株式会社）

〒110-0005 東京都台東区上野 5 丁目 22 番 6 号 御徒町みきビル
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パーツカタログVol.16

ハンドツールカタログ

種類豊富

全 7,000 アイテム

・宝飾品パーツ

・地金各種

・材料 他

ハンドツール関係

充実しています

▽理事長＝出井久幸
▽副理事長＝早津司朗
▽専務理事＝松下芳宗（新）
【東ブロック】小倉慎太郎、大淵恒夫、
高岡洋一、川越浩司、井伊直之（新）
【西ブロック】小長谷毅、今林一雄、荻原徹、
出井正彦（新）
【南ブロック】熊谷広（新）
【北ブロック】原喜博、松本聖二、島田芳浩、
有賀紀之、古田雄一朗
【青年部】高木耕太郎（新）

▽監事＝和気誠、皆川忠弘、熊谷昌之（新）
▽東ブロック＝川越浩司
▽西ブロック＝荻原徹
▽南ブロック＝熊谷昌之
▽北ブロック＝高木規久男

▽
理
事

ブ
ロ
ッ
ク
会
長

全東京記章商工協同組合新役員

　６月１０日の「時の記念日」は、大正９年（１９２０年）に

制定された歴史ある記念日である。また、祝日のない月は６月

だけであったこともあり、時計工藝新聞社では、長年〝時の記

念日を祝日に〟を提唱している。

６
月
10
日

６
月
10
日

時の記念日を祝日に時の記念日を祝日に
時計工藝新聞社は提唱しています

ア
イ
エ
フ

　
本
紙
５
月
20
日
号
で
既
報
の

と
お
り
、
ジ
ュ
エ
リ
ー
パ
ー
ツ

の
国
内
シ
ェ
ア
約
50
％
を
誇

り
、
自
社
工
場
で
素
材
か
ら
仕

上
が
り
ま
で
一
貫
生
産
し
高
品

質
を
保
つ
石
福
ジ
ュ
エ
リ
ー
パ

ー
ツ
㈱
（
東
京
都
台
東
区
上
野

５
―
22
―
６
御
徒
町
み
き
ビ

ル
、
山
本
孝
広
代
表
取
締
役
）

は
、６
月
１
日
か
ら
社
名
を「
株

式
会
社
ｉ
Ｆ（
ア
イ
エ
フ
）
ジ

ュ
エ
リ
ー
パ
ー
ツ
」
に
変
更
し

た
。

　
休
日
明
け
の
６
月
２
日
か
ら

は
、
店
頭
の
外
装
も
一
新
し
、

シ
ン
ボ
ル
カ
ラ
ー
の
若
草
色
に

統
一
し
た
看
板
が
お
目
見
え
し

た
。

た
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
高
度

な
も
の
づ
く
り
技
術
を
中
心
と

し
た
歴
史
あ
る
経
営
資
源
を
守

り
、
Ｎ
Ｇ
Ｃ
と
の
シ
ナ
ジ
ー
効

果
を
作
り
出
す
こ
と
で
成
長
を

目
指
し
て
い
く
と
し
て
い
る
。

　
三
村
理
事
長
は
「
昨
年
か
ら

加
盟
社
が
４
社
増
え
た
。
新
し

い
会
員
が
入
っ
て
く
れ
た
お
蔭

で
Ｎ
Ｇ
Ｃ
全
体
も
さ
ら
に
活
気

づ
い
て
き
た
」
と
述
べ
た
。

　
続
い
て
、若
い
会
員
た
ち
が
、

ア
メ
リ
カ
の
状
況
も
見
て
み
た

い
と
い
う
こ
と
か
ら
６
月
２
日

～
６
日
の
日
程
で
21
人
が
参
加

し
て
米
国
西
海
岸
流
通
視
察
ツ

ア
ー
を
実
施
す
る
こ
と
も
明
ら

か
に
な
っ
た
。

　
さ
ら
に
、
創
業
70
年
の
歴
史

を
持
ち
、
日
本
国
内
に
お
け
る

高
品
質
な
店
頭
演
出
商
材
を
製

造
す
る
老
舗
企
業
の
㈱
ダ
イ

エ
（
大
阪
府
阿
倍
野
区
）
の
全

　
会
見
で
は
、
三
村
理
事
長
と

渡
邉
代
表
取
締
役
が
出
席
し
、

渡
邉
代
表
取
締
役
が
「
３
月
決

算
は
、
増
収
増
益
だ
っ
た
」
と

し
た
。

　
ま
た
、
三
村
理
事
長
か
ら

は
、
昨
日
の
理
事
会
で
㈱
ニ
イ

ミ
（
愛
知
県
）
が
加
盟
店
と
し

て
入
会
が
承
認
さ
れ
た
こ
と
が

公
表
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
Ｎ

Ｇ
Ｃ
加
盟
店
は
、
51
社
と
な
っ

た
。

　
協
同
組
合
日
本
ゴ
ー
ル
ド
チ

ェ
ー
ン（
三
村
真
二
代
表
理
事
、

Ｎ
Ｇ
Ｃ
）
と
㈱
ジ
ェ
イ
・
ジ
ー
・

パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
（
渡
邉
義
久
代

表
取
締
役
）
は
、
５
月
27
日
に

東
京
都
港
区
の
Ｔ
Ｋ
Ｐ
ガ
ー
デ

ン
シ
テ
ィ
ー
Ｐ
Ｒ
Ｅ
Ｍ
Ｉ
Ｕ
Ｍ

品
川
高
輪
口
で
２
０
２
５
年
３

月
期
の
事
業
報
告
、
決
算
報
告

を
行
い
、
そ
の
後
、
記
者
会
見

が
行
わ
れ
た
。

　
全
東
京
記
章
商
工
協
同
組
合
（
東
京
都
文
京
区
、
出
井
久
幸

理
事
長
）
は
、５
月
20
日
に
東
京
都
台
東
区
の
上
野
精
養
軒
で
、

第
68
回
通
常
総
会
を
開
催
し
、
出
井
理
事
長
の
再
任
と
、
今
回

初
め
て
青
年
部
か
ら
の
理
事
の
選
出
な
ど
が
決
め
ら
れ
た
。

　
総
会
は
、
第
１
号
議
案
か
ら

第
８
号
議
案
ま
で
慎
重
に
審
議

さ
れ
、
す
べ
て
承
認
さ
れ
た
。

　
こ
の
中
の
役
員
改
選
で
は
、

出
井
久
幸
理
事
長
の
再
任
と
４

人
の
新
理
事
と
１
人
の
新
監
事

が
選
任
さ
れ
た
（
上
表
参
照
）。

　
再
任
さ
れ
た
出
井
新
理
事
長

は
「
再
度
、
２
年
間
務
め
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
副
理
事
長

に
は
早
津
司
朗
氏
、
専
務
理
事

に
は
、
新
た
に
松
下
芳
宗
氏
に

務
め
て
い
た
だ
き
ま
す
」
と
紹

介
し
た
。
総
会
の
締
め
で

は
小
長
谷
専
務
理
事
が

「
も
う
す
ぐ
70
周
年
の
記

念
事
業
に
な
っ
て
き
ま
す

が
、
青
年
部
も
活
発
に
な

っ
て
い
ま
す
の
で
、
大
い

に
入
っ
て
き
て
も
ら
い
た

い
」
と
挨
拶
を
行
い
、
閉

会
と
な
っ
た
。

　
こ
の
あ
と
行
わ
れ
た
懇

親
会
で
は
、
ま
ず
。
新
理

事
の
井
伊
直
之
氏
、
出
井

正
彦
氏
、
高
木
耕
太
郎
氏

が
自
己
紹
介
を
行
っ
た

（
熊
谷
広
氏
は
所
用
で
欠
席
）。

　
続
い
て
出
井
理
事
長
は
「
４

人
の
新
し
い
理
事
が
加
わ
っ
て

く
れ
た
の
で
、
い
ろ
い
ろ
意
見

を
出
し
て
も
ら
い
、
多
角
的
な

運
営
を
行
い
、
よ
り
良
い
組
合

に
し
て
い
き
た
い
」と
語
っ
た
。

　
次
に
和
気
誠
監
事
が
「
組
合

員
数
が
76
社
と
30
年
前
の
半
分

に
な
っ
て
し
ま
い
寂
し
く
思
っ

て
い
ま
す
」
と
し
た
あ
と
「
あ

る
人
に
『
商
売
の
コ
ツ
は
何
で

す
か
』
と
聞
い
た
と
こ
ろ
『
コ

ツ
コ
ツ
と
や
る
こ
と
だ
よ
』
と

言
わ
れ
ま
し
た
。
継
続
は
力
な

り
、
と
申
し
ま
す
。
皆
で
地
道

に
頑
張
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
」

と
し
て
乾
杯
の
発
声
を
行
い
、

宴
席
へ
と
移
っ
た
。

　
懇
親
会
の
最
後
に
は
、
東
ブ

ロ
ッ
ク
の
横
田
賢
二
会
長
（
川

越
浩
司
会
長
が
欠
席
の
た
め
）、

西
ブ
ロ
ッ
ク
の
荻
原
徹
会
長
、

南
ブ
ロ
ッ
ク
の
熊
谷
昌
之
会

長
、
北
ブ
ロ
ッ
ク
の
高
木
規
久

男
会
長
が
あ
い
さ
つ
を
行
い
３

本
締
め
を
行
い
終
了
と
な
っ

た
。

全
東
京
記
章
商
工
協
同
組
合
第
68
回
総
会

出
井
久
幸
理
事
長
を
再
任

協
同
組
合
日
本
ゴ
ー
ル
ド
チ
ェ
ー
ン

㈱
ジ
ェ
イ
・
ジ
ー
・
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ

記者会見

３
月
決
算
は
増
収
増
益

Ｎ
Ｇ
Ｃ
「
加
盟
店
昨
年
よ
り
４
社
増
」

Ｊ
Ｇ
Ｐ
「
㈱
ダ
イ
エ
の
全
株
を
取
得
」

懇親会の三本締めを行った各ブロック長

若い力に期待 より良い組合に
組織活性化し７０周年記念事業へ

前進を呼びかける
出井久幸理事長

挨
拶
す
る
新
理
事
（
写
真
下

㊨
井
伊
直
之
氏
㊥
出
井
正
彦

氏
㊧
青
年
部
か
ら
初
選
出
さ

れ
た
高
木
耕
太
郎
氏

全東京記章商工協総会の様子

新専務理事に松下芳宗氏

４人の新理事を登用

青年部から初選出も

６月１日『石福ジュエリーパーツ』から社名変更

店頭の外装も一新
シンボルカラーの若草色に統一

ス
タ
ー
ト

三村理事長（右）と渡邉代表取締役

旧外観

山本社長

➡

新外装のｉＦジュエリーパーツ社屋

株
式
を
㈱
ジ
ェ

イ
・
ジ
ー
・
パ

ー
ト
ナ
ー
ズ
で

取
得
し
た
こ
と

も
公
表
さ
れ
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▽理事長＝柳本力（㈱クリエイトタカノ）
▽副理事長＝望月尚（㈱五幸商会）、 向
山孝明（㈱石友）、深澤陽一（ジュエリー・
クラフト・フカサワ）、後藤晃一（㈲Ｇ
ｌｏｒｙ Ｄｅｓｉｇｎ）、 詫間康二（㈱
詫間宝石彫刻）
▽専務理事＝内藤恵一（山梨県ジュエ
リー協会）
▽理事＝アガルワル タルン（㈱イーエ
ムコーポレイション）、秋山裕太郎（㈱
秋山製作所）、 井口泰宏（美馬貴石㈱）、 
小田切秀弘（㈱おたぎり）、 菊島淳一郎

（㈱工房グリーム、 清水宏晃（㈱清水）、 
志村禎哉（英雅堂グループ）、ソンキヤ
　ナビン（㈱世界貿易）、田中由美（㈱
山宝）、沼田章仁（㈱古屋装身具商会）、 
樋口勇人（㈱樋口）、平井智之（㈲アス
トトレーディング）、望月圭（MZ ＆ C
㈱望月英之商会）、望月知秀（㈱ジュエ
リープランニング）
▽理事（顧問）＝松本一雄（㈱光新）
▽監事＝ 小玉実（㈱コダマ、 百瀬文一
郎（㈱マルブン百瀬）

令和７・８年度役員

■役員構成         

会長 星野学

副会長 田口史樹、　三島一能

専務理事 青木敦子

理事 伊藤恵子、小嶋崇嗣、佐藤寛朗、髙橋なほ子、長井豊、中島凪、西澤弘子、彦根美代、松浦峰里

監事 柏倉主和、三木稔、向井一泰（公認会計士）

顧問 菅沼知行、松田充弘  

■委員会構成
委員長 副委員長 委員 活動内容

(公１)公募展事業委員会

(公2)調査研究・育成事業委員会

三田村稔
佐伯洋子
高瀬真理

海野えり子、髙橋まき子
村橋真美、脇島明希奈

日本のジュエリーデザイン史に
関する調査研究、講演会等の開
催、及び知的財産の研究と推進

(公３)内外展示交流事業委員会、広報委員会
内外展示交流事業委員会

●展覧会担当 担当委員長 担当副委員長

●海外交流担当 担当委員長 担当副委員長

広報委員会

支部事業委員会

立野香織 海野えり子

支部長 副支部長

●東日本支部 横山絵美 安藤康裕 木村善明、黒須京子、佐藤伸子
種澤和彦、千葉香、横堀直子

白尾由美 浅井美樹 石野匡美、小早川眞理子、横山久美子

英比道子 隅田あすか、藤本奈穂子

●西日本支部 立野香織 - 岩間大、宇田みさ子、篠原玲伊子、洲崎朱美
高中春美、田代和美、藤島政子、本行千里

総務管理委員会

新規企画のイベント、展覧会
の実施

(公社）日本ジュエリーデザイナー協会
2025-2026年度　役員・委員会構成一覧（2025年5月27日更新）

担当理事

小嶋崇嗣
田口史樹
長井豊
中島凪

松浦峰里
三島一能

早坂親一 雨宮二郎
河合謙太朗、桐山勇三、黒沢秀二、白尾由美
長谷川俊子、稗田麻琴、藤井純、藤本奈穂子

宮永ゆみ、山崎茂樹、横田純一

日本ジュエリー展の公募から
展覧会開催。

西澤弘子
佐藤寛朗

髙橋なほ子

伊藤恵子
中島凪

小早川眞理子
庄司喜久美

内田良子、小泉リカ、澤本雅子、中原栄子
西脇信子、稗田麻琴、藤澤英恵、矢島美奈子

佐藤寛朗
中島凪

藤本奈穂子 竹内華世
内田良子、宇高恵理子、浦嶋洋子、倉田逸子

竹花美穂、檜佐歩夢、森美代子
JJDAと事業の広報活動

長井豊
松浦峰里

服部保子 桐山勇三
遠藤仁美、窪田啓子、齋藤宏子、佐伯洋子

坂井尚子、菅沼裕美子、髙瀬真理
富澤惠子、名取絵美

海外作家との交流、展覧会の
企画、海外ジュエリーフェア
への出展

小嶋崇嗣
田口史樹
三島一能

各支部より提案された事業案
を委員会全体で協議し、年間
に一事業を支部の協力のもと
に行う。

地方在住会員の情報交換の場
を目指す。

伊藤恵子
髙橋なほ子
西澤弘子
彦根美代

隅田あすか 竹内華世

雨宮二郎、小張惠子、清水里美、白羽智恵子
杉山洋子、福地隆芳、正木緑子

松田充弘、山崎茂樹、山本ようこ

総務・財務、入会促進、委員
長会、総会の開催、アーカイ
ブ、規程の管理と更新を担
当。各委員会との横の連携。

●中部支部

●近畿支部

(公1）

小嶋崇嗣

田口史樹

長井豊

中島凪

松浦峰里

菅沼知行

三島一能

松田充弘

（公2）
佐藤寛朗

高橋なほ子

柏倉主和
西澤弘子

三木稔

向井一泰

(公3） 　
伊藤恵子
中島凪

(公3）
長井豊

松浦峰里

＜三役＞

星野学

(公3）

田口史樹

佐藤寛朗

三島一能

中島凪

青木敦子
（公2）

伊藤恵子

小嶋崇嗣

小嶋崇嗣

田口史樹

佐藤寛朗

　　東日本支部 三島一能

高橋なほ子

　　中部支部

長井豊

　　近畿支部

中島凪

　　西日本支部

西澤弘子

彦根美代

松浦峰里

（その他）

伊藤恵子

高橋なほ子
西澤弘子
彦根美代
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公募事業委員会

顧問

委員長会

総会 理事会

総務管理委員会

理事
支部事業委員会

選挙管理委員会

 専務理事

副会長

事務局
事務局長：青木敦子
事務担当：髙橋なほ子

監事

　　　　　 会員委業事成育・究研査調

内外展示交流事業委員会
展覧会担当

広報委員会

内外展示交流事業委員会
海外交流担当

副会長

　　 会長

　
Ｒ
Ｘ 

Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ
㈱
主
催

で
５
月
15
日
～
17
日
ま
で
の
３

日
間
、
兵
庫
県
の
神
戸
国
際
展

示
場
で
４
６
０
社
が
出
展
し
た

西
日
本
最
大
の
宝
飾
展
「
第
29

回
神
戸
国
際
宝
飾
展
（
Ｉ
Ｊ
Ｋ

２
０
２
５
）」
が
過
去
最
大
の

規
模
で
開
催
さ
れ
、こ
の
ほ
ど
、

来
場
者
数
が
発
表
さ
れ
た
。

　
そ
れ
に
よ
る
と
、
５
月
15
日

は
、
７
４
６
８
人
、
16
日
は
３

１
９
８
人
、
17
日
は
２
５
５
３

人
の
３
日
間
合
計
で
は
、
１
万

３
２
１
９
人
だ
っ
た
。

　
日
本
貴
金
属
製
鎖
工
業
組
合

（
東
京
都
台
東
区
＝
Ｊ
Ｐ
Ｃ
）

で
は
５
月
23
日
付
で
代
表
理
事

（
理
事
長
）
が
村
尾
嘉
章
氏
か

ら
目
黒
和
紀
氏
に
交
代
し
た
。

　
宝
飾
専
門
街
「
ジ
ュ
エ
リ
ー

タ
ウ
ン
お
か
ち
ま
ち
」（
通
称

Ｊ
Ｔ
Ｏ
・
東
京
都
台
東
区
上
野
、

山
本
孝
広
会
長
）
は
、
６
月
30

日
か
ら
７
月
４
日
ま
で
の
５
日

間
、「
夏
の
タ
ウ
ン
セ
ー
ル
」

を
開
催
す
る
。

　
セ
ー
ル
期
間
中
、
参
加
会

員
店
で
商
品
を
購
入
す
る
と
、

１
万
円
ご
と
に
抽
選
券
１
枚
、

５
千
円
で
補
助
券
１
枚
（
補
助

券
２
枚
で
抽
選
可
）
が
進
呈
さ

れ
、
抽
選
会
場
の
㈱
ⅰ
Ｆ
ジ
ュ

エ
リ
ー
パ
ー
ツ
（
台
東
区
上
野

５
丁
目
22
番
６
号
御
徒
町
み
き

ビ
ル
）
で
抽
選
を
行
う
。

　
抽
選
の
景
品
は
、
特
賞
「
宝

飾
お
買
物
券
10
万
円
」
１
本
、

１
等
「
同
５
万
円
」
５
本
、
２

等「
同
３
万
円
」15
本
、３
等「
同

１
万
円
」
30
本
、
４
等
「
同
千

円
」
１
５
０
本
、
Ａ
賞
「
松
坂

牛
（
焼
き
肉
用
）」
10
本
、
Ｂ

賞
「
季
節
の
フ
ル
ー
ツ
」
10
本
、

Ｃ
賞
「
お
米
ギ
フ
ト
券
」
20
本
、

Ｄ
賞「
ジ
ェ
フ
グ
ル
メ
カ
ー
ド
」

20
本
ほ
か
、
Ｅ
、
Ｆ
賞
ま
で
。

　
抽
選
受
付
時
間
は
午
前
10
時

～
午
後
５
時
。

　
▼
参
加
会
員
社
（
26
社
・
50

音
順
）＝
㈱
赤
坂
ユ
ニ
ベ
イ
ス
、

Ｒ
・
Ｐ
・
Ｊ
Ｅ
Ｗ
Ｅ
Ｌ
‘
Ｓ
㈲
、

㈱
ⅰ
Ｆ
ジ
ュ
エ
リ
ー
パ
ー
ツ
、

㈱
エ
ス
テ
ー
ト
、㈱
オ
ー
ロ
ラ
、

㈲
き
し
の
、
㈱
Ｋ
Ｉ
Ｓ
Ｅ
Ｋ
Ｉ 

Ａ
Ｎ
Ｔ
Ｉ
Ｑ
Ｕ
Ｅ
、
㈲
玉
煌
、

㈱
桑
理
商
事
ジ
ェ
イ
・
ワ
ン
、

㈱
近
藤
宝
飾
、
さ
く
ら
ジ
ュ
エ

リ
ー
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

㈱
、
㈱
三
和
真
珠
、
シ
ー
フ
ォ

ー
ス
㈱
、
㈱
セ
レ
ナ
、
㈱
セ
ン

ト
フ
ロ
ー
レ
ン
ス
、
ダ
イ
ド
ウ

商
事
㈱
、
㈱
タ
カ
ト
ウ
、
㈱
高

橋
宝
飾
、
㈱
ｄ
ｌ
ｏ
ｇ
ｓ
、
中

川
装
身
具
工
業
㈱
、
㈱
パ
ー
ツ

ハ
ウ
ス
、
㈱
プ
ラ
チ
ナ
宝
飾
、

㈱
ふ
れ
ん
ど
、
㈱
Ｆ
ｌ
ａ
ｗ
ｌ

ｅ
ｓ
ｓ
、
㈱
ム
ラ
オ
、
村
田
宝

飾
㈱
。

　
山
梨
県
ジ
ュ
エ
リ
ー
協
会

（
柳
本
力
理
事
長
）
は
、
５
月

26
日
に
シ
ャ
ト
レ
ー
ゼ
ホ
テ
ル

談
露
館
で「
第
72
回
通
常
総
会
」

を
開
催
し
、 

令
和
７
年
度
の
事

業
計
画
・
収
支
予
算
、
経
費
賦

課
金
及
び
徴
収
方
法
、
理
事
及

び
監
事
の
報
酬
、
借
入
金
最
高

限
度
額
、
定
款
変
更
（
役
員
定

数
）、
役
員
改
選
な
ど
の
提
案

が
あ
り
、
原
案
通
り
承
認
さ
れ

た
。

　
こ
の
中
の 

第
１
号
議
案
・

正
副
理
事
長
、
専
務
理
事
選
任

の
件
で
は
、
互
選
の
結
果
、
別

表
の
令
和
７
・
８
年
役
職
員
、

正
副
理
事
長
、
専
務
理
事
が
選

任
さ
れ
た
。 

　
第
２
号
議
案
・
副
理
事
長
の

理
事
長
職
務
代
理
、
ま
た
は
代

行
順
位
で
は
、
理
事
会
で
定
め

た
順
位
に
し
た
が
い
、
そ
の
職

務
を
代
理
し
、
又
は
代
行
す
る

―
―
に
基
づ
き
、
下
記
の
と
お

り
決
定
し
た
。 

　
第
１
順
位
＝
望
月
尚
副
理
事

長
、
第
２
順
位
＝
向
山
孝
明
副

理
事
長 

、
第
３
順
位
＝
深
澤

陽
一
副
理
事
長
、
第
４
順
位
＝

後
藤
晃
一
副
理
事
長
、
第
５
順

位
＝
詫
間
康
二
副
理
事
長
。

　山梨県立宝石美術専門学校（甲府市丸
の内）は、令和７年度のオープンキャン
パスを６月～来年３月まで６回開催す
る。同校受験を考えている人とその保護
者らを対象に、学校の概要説明、施設紹
介、体験講座、質問コーナー開設などを
行う。
　【開催日時】①６月２８日（土）②７月
２６日（土）③８月３日（日）④８月１７
日（日）⑤８月３０日（土）⑥３月１４日

（土）。各回とも１２時５０分～１６時。
　【体験講座】▽講座１（貴金属加工）
＝定員１２人、実施日６月２８日、８月
３日、３月１４日▽講座２（宝石加工）
＝同６人、同７月２６日、８月３日、８
月３０日▽講座３（ＣＡＤ）＝同１２人、
同６月２８日、８月１７日▽講座４（デ

ザイン）＝同１２人、同７月２６日、８
月１７日、８月３０日、３月１４日。
　体験講座は開催日に実施する講座を選
択する。同校スタッフが分かりやすく指
導するため、初心者でも参加できる。希
望者は、汚れてもよい服装（制服は不向
き、エプロンや作業着持参が好ましい）
で参加する。参加費、材料費は無料。作
ったペンダント等は持ち帰りできる。
　申し込み方法、締め切り日は、事務局
へ直接電話する。締め切り日は各回とも
実施日の５日前まで。
　リモート説明会、夜間リモート説明会、
個別相談・個別学校見学も実施する。詳
細は、同校電話、メール０５５（２３２）６
６７１、houseki@pref.yamanashi.lg.jp
まで。

　
皆
様
、
本
日
は
、
お
忙
し
い

と
こ
ろ
「
第
72
回
通
常
総
会
懇

親
会
」
に
ご
臨
席
い
た
だ
き
、

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
ま
た
、
日
頃
よ
り
、
山
梨

県
ジ
ュ
エ
リ
ー
協
会
の
活
動
に

対
し
、
温
か
い
ご
支
援
と
ご
協

力
を
賜
っ
て
お
り
ま
す
こ
と
、

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

　
令
和
７
年
か
ら
１
期
２
年

間
、
継
続
し
て
当
組
合
の
理
事

長
に
任
命
さ
れ
ま
し
た
柳
本
で

ご
ざ
い
ま
す
。 

　
宝
飾
業
界
の
躍
進
に
向
け
、

改
め
て
、
身
を
引
き
締
め
て
取

り
組
ん
で
行
く
所
存

で
ご
ざ
い
ま
す
。 

　
さ
て
、
振
り
返
り

ま
す
と
、
２
年
前
の

就
任
当
初
、
新
型
コ

ロ
ナ
も
緩
和
さ
れ
、

様
々
な
イ
ベ
ン
ト
も

再
開
さ
れ
、
業
況
も

コ
ロ
ナ
以
前
を
上
回
る
ま
で
急

速
に
回
復
し
て
参
り
ま
し
た
。 

こ
れ
ま
で
の
２
年
間
、
改
革
に

向
け
て
考
え
、
日
々
悩
む
試
練

も
御
座
い
ま
し
た
が
、
金
沢
の

伝
統
工
芸
技
術
や
今
治
タ
オ
ル

の
視
察
、
山
梨
ジ
ュ
エ
リ
ー
フ

ェ
ア
の
国
際
化
、
ジ
ュ
エ
リ
ー

ウ
ィ
ー
ク
事
業
な
ど
を
通
じ
、

宝
飾
業
界
の
更
な
る
発
展
の
た

め
に
得
る
も
の
も
数
多
く
、
充

実
し
た
日
々
を
送
る
事
が
出
来

ま
し
た
。 

　
就
任
当
初
、
発
表
し
た
、「
ビ

ジ
ョ
ン
」
世
界
一
の
ジ
ュ
エ
リ

ー
の
集
積
地
「
宝
石
の
ま
ち
甲

府
」
の
実
現
に
向
け
、「
発
信

力
の
強
化
」「
人
材
育
成
」「
組

織
力
の
強
化
」
の
３
本
柱
を
掲

げ
、
山
梨
県
、
甲
府
市
、
甲
府

商
工
会
議
所
を
始
め
関
係
機
関

の
多
大
な
る
ご
支
援
、
ご
協
力

を
頂
き
な
が
ら
、
突
き
進
ん
で

お
り
ま
す
。 

　
皆
様
も
ご
承
知
の
通
り
ジ
ュ

エ
リ
ー
業
界
の
市
場
は
大
き
く

変
化
し
て
お
り
ま
す
。 

　
今
年
に
入
り
、
ア
メ
リ
カ
が

ト
ラ
ン
プ
政
権
と
な
り
、
関
税

の
大
幅
な
引
き
上
げ
政
策
の
影

響
に
よ
り
、
全
世
界
が
大
き
く

脅
か
さ
れ
て
い
る
昨
今
、
日
本

国
内
で
も
、
物
価
の
上
昇
、
株

価
の
乱
高
下
、
為
替
の
大
幅
な

変
動
、
金
の
地
金
も
過
去
最
高

値
を
更
新
し
て
お
り
、
宝
飾
業

界
に
お
い
て
も
、
ト
ラ
ン
プ
シ

ョ
ッ
ク
の
影
響
が
深
刻
化
し
て

来
て
お
り
ま
す
。
先
行
き
の
不

安
か
ら
個
人
消
費
も
伸
び
悩

み
、
景
気
観
が
急
速
に
冷
え
込

ん
で
き
て
お
り
、
先
行
き
の
不

透
明
感
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。 

　
そ
ん
な
中
で
は
有
り
ま
す

が
、
こ
こ
ジ
ュ
エ
リ
ー
の
集
積

地
「
宝
石
の
ま
ち
甲
府
」
が
持

つ
「
物
を
造
る
力
」
を
強
靭
な

も
の
に
し
、国
内
外
に
発
信
し
、

知
名
度
の
向
上
か
ら
消
費
を
押

し
上
げ
る
事
は
産
地
活
性
化
の

重
要
な
カ
ギ
に
な
る
の
で
は
と

考
え
て
お
り
ま
す
。 

　「
甲
府
ジ
ュ
エ
リ
ー
」
が
国

内
外
に
認
知
さ
れ
、
甲
府
で
造

ら
れ
た
ジ
ュ
エ
リ
ー
の
ク
オ
リ

テ
ィ
ー
を
高
め
、
山
梨
の
ジ
ュ

エ
リ
ー
の
信
頼
を
高
め
る
こ
と

で
、
山
梨
の
宝
飾
企
業
個
社
の

繁
栄
に
も
繋
が
る
と
確
信
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
組
合
員
に
と

っ
て
も
大
き
な
、
メ
リ
ッ
ト
と

な
り
ま
す
。 

　
又
、
技
能
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
全

国
大
会
貴
金
属
宝
飾
部
門
の

「
山
梨
県
開
催
」
誘
致
に
向
け

て
、
動
き
出
す
こ
と
を
理
事
会

に
て
議
決
さ
れ
ま
し
た
。
今
後

は
、
山
梨
県
、
甲
府
商
工
会
議

所
、日
本
ジ
ュ
エ
リ
ー
協
会
の
、

ご
協
力
を
得
な
が
ら
、
誘
致
に

向
け
取
り
組
み
を
行
い
、
そ
れ

を
契
機
に
若
者
に
職
人
の
魅
力

を
認
知
し
て
頂
き
、
山
梨
に
お

い
て
将
来
の
職
人
の
増
加
と
、

技
術
の
向
上
に
繋
げ
て
行
く
所

存
で
す
。 

　
様
々
な
課
題
は
残
さ
れ
て
お

り
ま
す
が
、
宝
飾
産
業
の
発
展

の
為
、
尽
力
し
て
参
り
ま
す
。

ジ
ュ
エ
リ
ー
産
業
は

感
性
と
技
術
が
共
存

す
る
、
ま
さ
に
日
本

が
世
界
に
誇
れ
る
産

業
で
す
。
そ
の
核
と

な
る
の
が
皆
様
一
人

ひ
と
り
の「
創
造
力
」

と
「
挑
戦
心
」
で
す
。

本
日
の
懇
親
会
が
そ
う
し
た
未

来
に
向
け
た
活
発
な
意
見
交
換

と
交
流
の
場
に
な
れ
ば
、
こ
れ

に
勝
る
喜
び
は
ご
ざ
い
ま
せ

ん
。  

　
結
び
に
、
引
き
続
き
当
組
合

に
、
ご
支
援
ご
協
力
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
る
と

と
も
に
、
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご

発
展
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上

げ
ま
し
て
、
私
の
挨
拶
と
さ
せ

て
頂
き
ま
す
。 

　
協
同
組
合
山
梨
県
ジ
ュ
エ
リ

ー
協
会 

　
　
理
事
長 

柳
本 

力

日
本
貴
金
属
製
鎖
工
業
組
合

目
黒
和
紀
氏
が

新
代
表
理
事
に

３日間合計で
１万３２１９人

神戸国際宝飾展来場者数

山梨県立宝石美術専門学校
令和７年度 オープンキャンパス開催

６
月
30
日
～
７
月
４
日

夏
の
タ
ウ
ン
セ
ー
ル

夏
の
タ
ウ
ン
セ
ー
ル

夏
の
タ
ウ
ン
セ
ー
ル

夏
の
タ
ウ
ン
セ
ー
ル

商品購入で豪華プレゼント抽選券進呈

「お買物券１０万円」や
「お米ギフト券」等多数

柳
本
理
事
長
が
産
地
活
性
化
を
訴
え
る

「
宝
石
の
ま
ち
甲
府
」が
持
つ

「
物
を
造
る
力
」を
強
く
発
信

令
和
７
年
第
72
回
懇
親
会
理
事
長
挨
拶

令
和
７
年
度
の
事
業
計
画
、
役
員

改
選
な
ど
の
提
案
す
べ
て
を
承
認

山
梨
県
ジ
ュ
エ
リ
ー

協
会
第
72
回
総
会
開
催

終面に「ＪＪＤＡ総会」の詳報

副理事
長 の理事長職代行順位を決定理事長職代行順位を決定副理事
長 のＪＴＯＪＴＯ

ジュエリータウンおかちまち

＜第１順位から第５順位まで＞



第２５４９号令和７年（２０２５年）６月５日（３） （第三種郵便物認可）

☎

１
９
７
０
年
生
ま
れ
、東
京
都
出
身
。

16
歳
で
渡
米
し
て
江
連
忠
プ
ロ
と
出

会
い
、
試
合
を
転
戦
し
な
が
ら
ゴ
ル

フ
最
新
理
論
を
学
ぶ
。
96
年
日
本
プ

ロ
テ
ス
ト
合
格
。
多
く
の
プ
ロ
、
ア

マ
を
指
導
し
、レ
ッ
ス
ン
が
大
人
気
。

スコアアップの
　　　　近道
スコアアップの
　　　　近道
スコアアップの
　　　　近道

プ
ロ
ゴ
ル
フ
ァ
ー
小
野
寺
誠
の
極
意

　
18
ホ
ー
ル
の
ゴ
ル
フ
場
で

は
１
日
の
入
場
者
数
は
40
組

１
６
０
人
が
目
安
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

　
こ
の
時
期
は
日
の
出
が
早

く
、
日
没
が
遅
い
た
め
早
朝
プ

レ
ー
や
薄
暮
プ
レ
ー
を
導
入
す

る
コ
ー
ス
が
増
え
て
、
日
中
は

多
く
の
ア
マ
チ
ュ
ア
で
賑
わ
い

を
見
せ
て
い
ま
す
。

　
す
る
と
パ
ー
３
ホ
ー
ル
で
は

何
組
も
詰
ま
っ
て
テ
ィ
ー
シ
ョ

ッ
ト
ま
で
待
た
さ
れ
、
前
組
の

プ
レ
ー
進
行
が
遅
く
て
な
か
な

か
シ
ョ
ッ
ト
が
で
き
ず
に
イ
ラ

イ
ラ
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
ん
な
時
に
ア
ベ
レ
ー
ジ
ゴ

ル
フ
ァ
ー
は
、「
待
た
さ
れ
負

け
」「
待
ち
ミ
ス
」
と
、
判
で

押
し
た
よ
う
な
凡
ミ
ス
を
犯
す

ケ
ー
ス
が
増
え
ま
す
。

　
ミ
ス
の
原
因
は
イ
メ
ー
ジ
を

膨
ら
ま
せ
す
ぎ
て
い
る
か
ら
で

す
。

　
ペ
ー
ス
よ
く
ス
ム
ー
ズ
に
ラ

ウ
ン
ド
し
て
い
れ
ば
、
ピ
ン
位

混
雑
プ
レ
ー
で
「
待
ち

ミ
ス
」
を
避
け
る
に
は

置
か
ら
攻
略
ル
ー
ト
を
決
め
、

Ｏ
Ｂ
や
ハ
ザ
ー
ド
な
ど
危
険
エ

リ
ア
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
使
用
ク

ラ
ブ
を
選
択
し
、
だ
い
た
い
１

～
２
分
の
間
で
リ
ズ
ム
よ
く
シ

ョ
ッ
ト
で
き
ま
す
。

　
と
こ
ろ
が
待
ち
時
間

の
せ
い
で
大
量
の
情
報

を
入
手
し
て
、「
ミ
ス

し
た
く
な
い
」
気
持
ち

が
強
く
な
り
、
ス
イ
ン

グ
ま
で
ナ
ー
バ
ス
に
な

っ
て
し
ま
う
の
で
す
。

　
前
組
で
プ
レ
ー
し
て

い
る
ゴ
ル
フ
ァ
ー
の
一

挙
手
一
投
足
を
じ
っ
と

見
つ
め
る
の
も
ダ
メ
で

す
。

　
ア
マ
チ
ュ
ア
は
他
の

ゴ
ル
フ
ァ
ー
が
失
敗
す

る
の
を
目
撃
す
る
と
、

そ
の
悪
い
と
こ
ろ
ば
か

り
気
に
な
っ
て
く
る
も

の
で
す
。
マ
イ
ナ
ス
情

報
ば
か
り
に
ふ
く
ら
ん

で
、Ｏ
Ｂ
は
イ
ヤ
だ
な
、

ダ
メ
で
は
ナ
イ
ス
シ
ョ
ッ
ト
は

ど
だ
い
無
理
な
話
で
す
。

　
だ
か
ら
プ
ロ
は
シ
ョ
ッ
ト
直

前
ま
で
絶
対
に
ク
ラ
ブ
を
持
ち

ま
せ
ん
。
自
分
の
プ
レ
ー
が
待

た
さ
れ
た
時
は
、
ク
ラ
ブ
を
持

た
ず
に
、
グ
リ
ー
ン
と
は
反
対

方
向
や
、
雲
の
流
れ
を
見
て
い

る
も
の
で
す
。

　
打
順
が
来
る
ま
で
ク
ラ
ブ
を

ず
っ
と
手
に
し
て
い
る
と
、
つ

い
つ
い
素
振
り
を
何
度
も
繰
り

返
し
て
チ
ェ
ッ
ク
項
目
を
増
や

し
て
し
ま
う
で
し
ょ
う
。「
こ

れ
で
い
い
の
か
な
」
と
精
神
的

に
も
追
い
込
ま
れ
て
し
ま
い
、

マ
イ
ナ
ス
要
因
に
な
る
。

　
同
伴
競
技
者
か
ら
“
前
の
組

が
終
わ
っ
た
よ
”
と
い
わ
れ
る

ま
で
は
グ
リ
ー
ン
方
向
を
見
な

い
。
つ
ま
り
即
断
即
決
の
ほ
う

が
シ
ン
プ
ル
に
プ
レ
ー
に
集
中

で
き
て
、
好
結
果
に
つ
な
が
り

や
す
い
。
そ
う
す
れ
ば
待
た
さ

れ
て
イ
ラ
イ
ラ
す
る
こ
と
も
な

く
、
ア
ド
レ
ス
か
ら
す
っ
と
ス

イ
ン
グ
始
動
が
で
き
る
。
そ
れ

が
“
待
ち
ミ
ス
”
防
止
法
で
す
。

　
待
ち
ミ
ス
を
減
ら
す
こ
と
で

ス
コ
ア
は
ぐ
ん
と
よ
く
な
る
で

し
ょ
う
。

クラブ持つな、グリーン見るなあ
ご
の
高
い
バ
ン
カ
ー
に
は
入

れ
た
く
な
い
な
、
池
に
入
っ
た

ら
ど
う
し
よ
う
と
シ
ョ
ッ
ト
ま

で
の
待
ち
時
間
が
長
く
な
れ
ば

な
る
ほ
ど
神
経
質
に
な
っ
て
し

ま
う
。
あ
れ
も
イ
ヤ
、
こ
れ
も

今月末の復帰戦登板
が持つ「大きな意味」

　
試
金
石
―
―
。

　
珪
石
の
一
種
で
あ
り
黒
色

で
硬
く
、
金
片
を
磨
っ
て
表

面
に
で
き
た
条
痕
か
ら
金
の

価
値
を
調
べ
る
た
め
に
使
う

石
の
こ
と
だ
。

　
同
時
に
、「
価
値
・
力
量

な
ど
を
判
定
す
る
材
料
と
な

る
物
事
」（
広
辞
苑
）
の
た

と
え
と
し
て
も
使
わ
れ
る
。

　
今
シ
ー
ズ
ン
か
ら
ド
ジ
ャ

ー
ス
と
マ
イ
ナ
ー
契
約
を
結

ぶ
佐
々
木
朗
希
が
、
ま
さ
に

こ
れ
か
ら
試
金
石
を
迎
え
よ

う
と
し
て
い
る
。

　
１
０
０
マ
イ
ル
（
時
速
約

１
６
０
キ
ロ
）
の
剛
速
球
の

持
ち
主
で
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
抜

群
と
の
触
れ
込
み
で
海
を
渡

り
契
約
金
は
６
５
０
万
ド

ル
。

　
マ
イ
ナ
ー
契
約
の
た
め
最

初
の
３
年
間
は
リ
ー
グ
最
低

年
俸
の
78
万
ド
ル
だ
が
、
１

年
目
か
ら
チ
ー
ム
の
期
待
を

背
負
い
先
発
陣
の
一
角
と
し

て
、
マ
イ
ナ
ー
経
験
が
な
い

ま
ま
メ
ジ
ャ
ー
の
大
舞
台
に

立
っ
て
い
る
。

　
た
だ
日
本
プ
ロ
野
球
と
は

違
う
滑
り
や
す
い
ボ
ー
ル
や

硬
い
マ
ウ
ン
ド
に
加
え
、
環

境
の
違
い
も
あ
っ
て
制
球
難

に
苦
し
ん
で
い
る
。
球
速
も

上
が
ら
ず
に
、
こ
れ
ま
で
８

試
合
に
出
場
し
て
１
勝
１

敗
、
防
御
率
４
・
４
２
。
ド

ジ
ャ
ー
ス
フ
ァ
ン
や
地
元
メ

デ
ィ
ア
を
納
得
さ
せ
る
だ
け

の
成
績
を
残
し
て
い
な
い
の

は
事
実
だ
。

　
初
め
て
中
５
日
で
登
板
し

た
５
月
10
日
の
ダ
イ
ヤ
モ
ン

ド
バ
ッ
ク
ス
戦
は
４
回
０
／

３
を
投
げ
て
５
失
点
。

　
試
合
直
後
に
「
右
肩
イ
ン

ピ
ン
ジ
メ
ン
ト
症
候
群
」
の

た
め
負
傷
者
リ
ス
ト
（IL

）

に
入
っ
た
。
ロ
ッ
テ
時
代
の

昨
年
も
６
月
か
ら
２
カ
月
近

く
同
様
の
右
肩
の
痛
み
で
戦

列
を
離
脱
し
て
お
り
、
か
ね

て
指
摘
さ
れ
た
ス
タ
ミ
ナ
不

足
や
経
験
不
足
に
加
え
、
ケ

ガ
の
再
発
と
異
国
の
地
で
苦

境
に
立
た
さ
れ
て
い
る
。

　
ド
ジ
ャ
ー
ス
は
ナ
・
リ
ー

グ
西
地
区
首
位
に
立
つ
も
、

パ
ド
レ
ス
、
ジ
ャ
イ
ア
ン
ツ

と
の
勝
率
差
は
少
な
い
。
そ

れ
で
な
く
て
も
チ
ー
ム
は
先

発
ロ
ー
テ
陣
に
故
障
者
が
続

出
し
て
い
る
。

　
２
０
１
８
年
、
23
年
と
２

度
の
サ
イ
・
ヤ
ン
グ
賞
に
輝

き
、
今
季
ジ
ャ
イ
ア
ン
ツ
か

ら
移
籍
し
た
ば
か
り
の
左
腕

ス
ネ
ル
は
左
肩
炎
症
で
５
月

17
日
か
ら
60
日
間
の
長
期
離

脱
中
。
ま
た
、昨
季
９
勝（
６

敗
）
を
挙
げ
て
地
区
優
勝
に

貢
献
し
た
右
腕
グ
ラ
ス
ノ
ー

は
右
肩
炎
症
の
た
め
負
傷
者

リ
ス
ト
入
り
。
さ
ら
に
右
腕

の
ト
ラ
イ
ネ
ン
、
イ
エ
ー
ツ

ら
主
力
が
相
次
い
で
離
脱
し

て
お
り
ロ
バ
ー
ツ
監
督
も
投

手
起
用
の
や
り
く
り
に
頭
を

悩
ま
し
て
い
る
。

　
佐
々
木
は
６
月
末
の
復
帰

を
目
指
し
て
お
り
、
近
く
投

球
練
習
を
再
会
す
る
と
指
揮

官
も
明
か
し
て
い
る
。

　
い
ま
大
谷
翔
平
が
両
リ
ー

グ
最
速
の
20
号
ホ
ー
ム
ラ
ン

（
日
本
時
間
５
月
28
日
現
在
）

を
放
ち
、
山
本
由
伸
は
チ
ー

ム
ト
ッ
プ
の
６
勝
（
３
敗
）

と
日
本
人
ペ
ア
が
大
活
躍
を

見
せ
て
い
る
。

　
試
金
石
と
な
る
今
月
末
の

復
帰
戦
で
佐
々
木
は
２
勝
目

を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
の

か
。
そ
し
て
日
本
人
ト
リ
オ

の
存
在
感
を
全
米
に
ア
ピ
ー

ル
で
き
る
か
が
大
い
に
注
目

さ
れ
る
。

　（
ス
ポ
ー
ツ
ラ
イ
タ
ー
・

三
山
典
央
）

佐
々
木
朗
希
の
今
後
を
占
う
試
金
石

　
下
記
に
、
申
請
フ
ォ
ー
ム
に

記
載
の
申
請
要
件
及
び
誓
約
内

容
を
参
考
ま
で
に
掲
載
す
る
。 

　【
申
請
要
件
】 

　
①
日
本
メ
ガ
ネ
協
会
小
売
店

会
員
で
あ
る
。 

　
②
日
本
メ
ガ
ネ
協
会
の
会
員

で
あ
り
、
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
を

継
続
し
て
受
け
て
い
る
眼
鏡
作

製
技
能
士
が
１
名
以
上
在
籍
し

て
い
る
。 

　
③
眼
科
医
療
機
関
と
綿
密
に

連
携
を
取
っ
て
い
る
。 

　
④
日
本
眼
科
医
会
会
員
の
眼

科
医
療
機
関
か
ら
の
推
薦
が
あ

る
（
店
舗
の
あ
る
都
道
府
県
内

の
近
隣
の
眼
科
専
門
医
の
推
薦

を
頂
く
）。 

　
⑤
眼
鏡
作
製
技
能
士
・
店
舗

の
管
理
に
つ
い
て
責
任
を
負
う

者（
店
舗
管
理
責
任
者
）が「
誓

約
内
容
」
を
同
意
し
て
い
る
。 

　【
誓
約
内
容
】 

　
①
次
の
事
項
に
つ
き
一
般
的

な
知
識
を
有
し
て
い
る
こ
と
。 

　
・
眼
の
状
態
（
眼
病
・
目
の

動
き
・
視
力
）
が
疑
わ
し
い
場

合
の
眼
科
専
門
医
へ
の
速
や
か

な
紹
介
及
び
眼
鏡
処
方
箋
に
よ

る
眼
鏡
調
製
を
行
う
。 

　
・
幼
児
・
学
童
に
対
す
る
眼

科
専
門
医
へ
の
紹
介
及
び
眼
鏡

処
方
箋
に
よ
る
眼
鏡
調
製
を
行

う
。 

　
・
遠
用
若
し
く
は
近
用
眼
鏡

を
初
め
て
作
製
す
る
者
の
眼
科

専
門
医
へ
の
紹
介
、
検
診
の
推

奨
を
行
う
。 

　
・
医
行
為
、
疾
病
等
の
診
断

に
関
す
る
行
為
及
び
そ
れ
ら
に

類
す
る
行
為
を
行
わ
な
い
。 

　
②
犯
罪
又
は
不
正
の
行
為
を

行
わ
ず
、
推
奨
眼
鏡
店
と
し
て

の
品
位
を
損
な
う
行
為
を
行
わ

な
い
。 

　
③
自
社
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
及

び
広
告
媒
体
等
で
医
行
為
、
疾

病
等
の
診
断
に
関
す
る
行
為
及

び
そ
れ
ら
に
類
す
る
行
為
を
行

っ
て
い
る
旨
の
記
載
を
行
わ
な

い
。 

　
④
医
行
為
、
疾
病
等
の
診
断

に
関
す
る
行
為
及
び
そ
れ
ら
に

類
す
る
行
為
を
行
う
資
格
が
あ

る
か
の
よ
う
な
誤
認
・
混
同
を

招
く
態
様
で
海
外
の
資
格
を
表

示
し
な
い
（
海
外
の
資
格
を
表

示
す
る
場
合
は
、
医
行
為
、
疾

病
等
の
診
断
に
関
す
る
行
為
及

び
そ
れ
ら
に
類
す
る
行
為
が
行

え
な
い
こ
と
を
明
記
す
る
）。 

　
⑤
眼
鏡
店
の
経
営
母
体
が
暴

力
団
、
暴
力
団
関
係
企
業
、
総

会
屋
若
し
く
は
こ
れ
ら
に
準
ず

る
者
又
は
そ
の
構
成
（
以
下
総

称
し
て「
反
社
会
的
勢
力
」と
い

う
）で
は
な
く
、か
つ
、
眼
鏡
店

の
従
業
員
が
反
社
会
的
勢
力
又

は
反
社
会
的
勢
力
に
自
己
の
名

義
を
利
用
さ
せ
る
者
で
な
い
。 

　【
申
請
手
続
き
に
つ
い
て
】 

　
１
）
日
眼
医
の
「
申
請
フ
ォ

ー
ム
」
は
オ
ン
ラ
イ
ン
上
で
記

入
す
る
た
め
、
そ
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
を

日
メ
協
が
発
行
す
る
。

　
当
初
は
、
該
当
す
る
県
の
会

員
店
に
Ｕ
Ｒ
Ｌ
を
メ
ー
ル
で
知

ら
せ
る
。
次
に
、
普
段
連
絡
を

取
っ
て
い
る
近
く
の
眼
科
専
門

医
に
推
薦
を
も
ら
う
た
め
に
必

要
な
デ
ー
タ
を
記
入
す
る
（
日

メ
協
で
は
、
必
要
な
デ
ー
タ
を

依
頼
す
る
書
面
を
準
備
し
て
い

る
）。 

　
２
）
申
請
フ
ォ
ー
ム
に
必
要

事
項
を
す
べ
て
記
入
し
た
ら
送

信
す
る
（
日
メ
協
で
記
入
例
を

準
備
し
て
い
る
）。 

　
３
）
送
信
さ
れ
た
申
請
メ
ー

ル
は
、
推
薦
を
も
ら
う
眼
科
専

門
医
と
所
属
す
る
都
道
府
県
眼

科
医
に
送
信
さ
れ
、
両
者
か
ら

の
承
認
を
待
つ
。 

　
４
）
承
認
さ
れ
る
と
、
次
に

日
眼
医
と
日
メ
協
が
申
請
さ
れ

た
要
件
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、
問
題

が
な
け
れ
ば
「
日
眼
医
推
奨
眼

鏡
店
」
に
認
定
さ
れ
、「
推
奨

店
証
」
の
発
行
手
続
き
が
行
わ

れ
る
（
発
行
は
、
早
け
れ
ば
１

～
２
カ
月
後
。
最
⾧
６
カ
月
間

掛
か
る
場
合
も
あ
る
）。 

　
な
お
、
参
考
ま
で
に
、
国
家

検
定
「
眼
鏡
作
製
技
能
士
」
を

取
得
す
る
に
は
、
日
本
眼
鏡
技

術
者
協
会
の
受
検
申
込
み
サ
イ

ト
（https://www.m

egane
-joa.jp/

）
か
ら
（
２
０
２
５ 

年
度
の
申
込
み
は
終
了
し
て

い
る
）。
有
資
格
者
が
い
る
店

が
、
日
本
メ
ガ
ネ
協
会
の
小
売

店
会
員
に
入
会
す
る
場
合
は
、

https://m
em

ber.j-s-a.jp/
shop_user/registration

か

ら
、
眼
鏡
作
製
技
能
士
会
員

の
入
会
申
込
み
は
、https://

m
em

ber.j-s-a.jp/user/
entry/registration 

か
ら
手

続
き
を
。

　
大
阪
眼
鏡
卸
協
同
組
合
（
大

阪
市
中
央
区
安
堂
寺
町
、
東
二

雄
理
事
長
）
は
、
５
月
13
日
、

14
日
に
大
阪
市
中
央
区
大
手
前

の
Ｏ
Ｍ
Ｍ
（
大
阪
マ
ー
チ
ャ
ン

ダ
イ
ズ
・
マ
ー
ト
）
で
、
組
合

員
７
社
、
メ
ー
カ
ー
30
社
、
福

井
９
社
の
46
社
、 

51
小
間
が
出

展
し
て
「
第
61
回
Ｅ
Ｇ
Ｆ
展
示

会
（
ア
イ
グ
ラ
フ
ェ
ア
）」
を

開
催
し
た
。

　
こ
の
ほ
ど
、
展
示
会
の
来
場

者
数
が
発
表
さ
れ
た
。

　
そ
れ
に
よ
る
と
、
13
日
は

２
０
９
人
、
14
日
は
３
４
９
人

の
合
計
５
５
８
人
。
レ
ン
ズ
セ

ミ
ナ
ー
の
受
講
者
は
13
日
・
ニ

コ
ン
28
人
、
14
日
・
セ
イ
コ
ー

20
人
、
東
海
64
人
だ
っ
た
。

　
気
象
庁
の
発
表
に
よ
る
と
、

１
９
９
０
年
の
観
測
開
始
以

降
、
紫
外
線
は
年
々
、
増
加
傾

向
に
あ
る
。
紫
外
線
は
波
長

に
よ
っ
て
紫
外
線
Ａ
波
（
Ｕ

Ｖ
Ａ
）、
紫
外
線
Ｂ
波
（
Ｕ
Ｖ

Ｂ
）、
紫
外
線
Ｃ
（
Ｕ
Ｖ
Ｃ
）

の
３
種
類
に
分
類
さ
れ
、
地
上

に
届
く
Ａ
波
と
Ｂ
波
は
日
焼
け

や
シ
ミ
、
そ
ば
か
す
の
原
因
と

な
る
ほ
か
、
皮
膚
が
ん
の
リ
ス

ク
を
高
め
る
可
能
性
が

あ
る
。
さ
ら
に
、
目
の

炎
症
や
白
内
障
の
眼
病

は
、
強
い
紫
外
線
と
の

関
連
性
が
指
摘
さ
れ
て

い
る
。 

　
ニ
コ
ン
・
エ
シ
ロ
ー

ル
は
、
人
々
の
「
視
生

活
の
向
上
（
ビ
ジ
ョ

ン
ケ
ア
）」
を
目
指
す

パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
、

２
０
２
５
年
春
に
従
来

の
調
光
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

を
飛
躍
的
に
進
化
さ

せ
、
更
に
快
適
な
視
界

を
届
け
る
新
世
代
の
調
光
レ
ン

ズ
「
ト
ラ
ン
ジ
シ
ョ
ン
ズ(R) 

GEN S(TM
)

」
を
発
売
し
た
。

　
光
に
応
じ
て
色
が
変
わ
る
独

自
の
技
術
を
さ
ら
に
進
化
さ
せ

た
同
品
は
、
１
２
０
人
の
専
任

技
術
者
に
よ
っ
て
、
10
万
枚
以

上
の
レ
ン
ズ
を
検
証
、
さ
ら
に

１
５
０
０
種
類
の
新
し
い
調
光

染
料
を
採
用
し
た
、
ま
さ
に
次

世
代
の
調
光
レ
ン
ズ
。

　
同
品
は
、
さ
ま
ざ
ま
に
変
化

す
る
光
環
境
に
合
わ
せ
て
ス
ピ

ー
デ
ィ
ー
に
反
応
し
、
優
れ
た

視
界
を
保
ち
な
が
ら
、
紫
外
線

Ａ
波
（
Ｕ
Ｖ
Ａ
）、
紫
外
線
Ｂ

波
（
Ｕ
Ｖ
Ｂ
）
を
ほ
ぼ
１
０
０

％
カ
ッ
ト
す
る
優
れ
た
レ
ン

ズ
。
屋
内
外
で
ブ
ル
ー
ラ
イ
ト

を
カ
ッ
ト
し
、
眩
し
さ
を
軽
減

し
、
常
に
さ
ま
ざ
ま
な
光
に
さ

ら
さ
れ
負
担
が
か
か
る
「
眼
」

を
保
護
す
る
ア
イ
テ
ム
。

　
同
品
は
、
フ
ラ
ン
ス
・
パ
リ

で
開
催
さ
れ
た
眼
鏡
業
界
の
ア

カ
デ
ミ
ー
賞
と
も
称
さ
れ
る

「
シ
ル
モ
ド
ー
ル
２
０
２
４
」

を
受
賞
し
た
。

　「
シ
ル
モ
ド
ー
ル
２
０
２
４
」

は
、
欧
州
最
大
級
の
眼
鏡
・
光

学
機
器
見
本
市
「
シ
ル
モ
・
パ

リ
」
の
期
間
中
に
開
催
さ
れ
る

眼
鏡
業
界
で
は
最
も
名
誉
の
あ

る
ア
ワ
ー
ド
で
、
同
品
は
ま
さ

に
世
界
が
認
め
た
調
光
レ
ン

ズ
。

　
弊
紙
５
月
20
日
号
１
面
に
掲
載
通
り
、
日
本

眼
科
医
会
（
白
根
雅
子
会
⾧
、
日
眼
医
）
と
日

本
メ
ガ
ネ
協
会
（
風
早
昭
正
理
事
⾧
、日
メ
協
）

は
５
月
８
日
か
ら
、
千
葉
県
と
佐
賀
県
の
日
メ

協
の
小
売
店
会
員
を
対
象
に
、
日
眼
医
の
「
推

奨
眼
鏡
店
制
度
」
の
運
用
に
向
け
た
実
証
試
験

（
テ
ス
ト
ラ
ン
）
を
行
う
こ
と
に
な
っ
た
。 

　

今
回
は
、
そ
の
詳
細
を
掲
載
す
る
。

　
実
証
試
験
（
テ
ス
ト
ラ
ン
）

で
は
、
小
売
店
会
員
が
普
段
連

絡
を
取
り
合
っ
て
い
る
各
県
の

眼
科
専
門
医
の
推
薦
を
受
け
、

申
請
フ
ォ
ー
ム
に
必
要
な
デ
ー

タ
を
オ
ン
ラ
イ
ン
上
で
入
力
し

申
請
す
る
流
れ
と
と
も
に
、
申

請
後
に
行
う
、
推
薦
さ
れ
た
眼

科
専
門
医
と
所
属
す
る
各
県
眼

科
医
会
か
ら
承
認
手
続
き
、
さ

ら
に
そ
の
後
の
日
眼
医
と
日
メ

協
が
申
請
者
の
要
件
の
チ
ェ
ッ

ク
を
行
い
、
日
眼
医
の
「
推
奨

証
」
の
発
行
に
至
る
ま
で
、
適

切
に
か
つ
ス
ム
ー
ス
に
運
用
さ

れ
る
の
か
の
検
証
を
行
う
。

　
検
証
期
間
中
に
起
き
た
問
題

点
や
課
題
に
つ
い
て
は
、
両
団

体
で
検
討
し
逐
次
修
正
を
加
え

て
い
く
こ
と
に
な
る
。 

　
今
回
の
実
証
実
験
（
テ
ス
ト

ラ
ン
）
の
結
果
は
、
日
眼
医
内

で
審
議
さ
れ
、
承
認
さ
れ
る

と
、
準
備
の
で
き
た
都
道
府
県

か
ら
、
順
次
、
受
付
が
始
ま
る

予
定
。 

　
日
メ
協
と
し
て
は
、
設
立
当

初
よ
り
眼
科
医
療
機
関
と
の
連

携
強
化
を
事
業
方
針
に
掲
げ
て

き
た
が
、
こ
の
新
し
い
制
度
は

第
61
回
Ｅ
Ｇ
Ｆ
展
示
会

来
場
者
合
計
５
５
８
人

ニ
コ
ン
エ
シ
ロ
ー
ル

世
界
で
認
め
ら
れ
た
調
光
レ
ン
ズ

「
申
請
要
件
」「
誓
約
内
容
」「
申
請
手
続
き
」
に
つ
い
て

Ｍ
Ｌ
Ｂ

苦
戦
中

「
ト
ラ
ン
ジ
シ
ョ
ン
ズ
」
８
色

紫外線のＡ波、Ｂ波を
　  ほぼ１００％でカット！！

千
葉
県
・
佐
賀
県
の
小
売
店
会
員
を

対
象
に
５
月
８
日
か
ら
テ
ス
ト
ラ
ン

小
売
店
会
員
が
申
請
フ
ォ
ー

ム
に
必
要
な
デ
ー
タ
を
オ
ン

ラ
イ
ン
上
で
入
力
し
て
申
請

日
眼
医
と
日
メ
協
が

要
件
を
チ
ェ
ッ
ク
、

審
査
し
推
奨
証
発
行

連
携
強
化
に
向
け
た
大
き
な
一

歩
と
捉
え
、
真
摯
に
取
り
組
む

と
と
も
に
、
何
よ
り
も
眼
科
専

門
医
と
眼
鏡
店
を
利
用
さ
れ
る

生
活
者
に
、
安
心
し
て
適
切
な

メ
ガ
ネ
を
提
供
で
き
る
よ
う
に

協
力
し
て
い
く
。 

　
な
お
、
発
行
さ
れ
た
「
推
奨

証
」
は
３
～
５
年
ご
と
に
、
日

メ
協
で
要
件
の
確
認
を
定
期
的

に
行
っ
て
い
く
予
定
。
ま
た
、

日
メ
協
の
小
売
店
会
員
に
対
し

て
は
、
申
請
時
に
交
わ
し
た
誓

約
が
順
守
で
き
な
か
っ
た
場
合

は
、「
推
奨
眼
鏡
店
」
が
取
り

消
さ
れ
る
こ
と
を
説
明
す
る
と

と
も
に
、「
推
奨
眼
鏡
店
」
と

な
る
た
め
の
要
件
や
条
件
等
を

チ
ェ
ッ
ク
し
て
も
ら
い
、
多
く

の
会
員
店
が
承
認
を
受
け
ら
れ

る
よ
う
に
準
備
を
す
る
よ
う
に

呼
び
掛
け
て
い
る
。

➡

日メ協が実証試験の詳細を発表

日眼医の「推奨眼鏡店制度」日眼医の「推奨眼鏡店制度」
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カ
シ
オ
計
算
機
㈱
は
、
ア
ナ

ロ
グ
電
波
ソ
ー
ラ
ー
ウ
オ
ッ

チ
〝OCEANUS

（
オ
シ
ア

ナ
ス
）〟
の
新
製
品
と
し
て
、

深
み
の
あ
る
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン

文
字
板
を
採
用
し
、
落
ち
着
い

た
印
象
を
演
出
す
る
『OCW

-
S7000RA/OCW

-S400RA/
OCW

-T2600RA

』（
５
モ
デ

ル
）を
６
月
13
日
に
発
売
す
る
。

同
社
は
、「
驚
き
を
身
近
に
す

る
力
で
、
ひ
と
り
ひ
と
り
に
今

日
を
超
え
る
歓
び
を
。」を
パ
ー

パ
ス
に
掲
げ
、
時
計
事
業
に
お

い
て
も
、
驚
き
や
歓
び
を
与
え

る
製
品
を
通
じ
、
人
々
の
心
と

暮
ら
し
が
豊
か
に
な
る
社
会
の

実
現
を
目
指
し
て
い
る
。

　
ア
ナ
ロ
グ
電
波
ソ
ー
ラ
ー
ウ

オ
ッ
チ
〝OCEANUS

″
で
は
、

正
確
な
時
を
刻
む
機
能
の
進
化

と
、
エ
レ
ガ
ン
ト
な
デ
ザ
イ
ン

を
追
求
し
、
着
け
る
人
の
日
々

の
日
常
に
歓
び
を
も
た
ら
す
製

品
を
開
発
し
て
い
る
。

　
今
回
発
売
の
５
モ
デ
ル
は
、

中
心
か
ら
外
周
に
広
が
る
グ
ラ

デ
ー
シ
ョ
ン
文
字
板
が
特
長
の

〝OCEANUS

〟。
蒸
着
や
塗

装
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、

深
み
の
あ
る
色
合
い
を
実
現
。

色
と
光
が
絶
妙
に
溶
け
合
う
奥

行
き
の
あ
る
表
情
を
生
み
出
し

て
い
る
。

　
ベ
ゼ
ル
に
は
、
サ
フ
ァ
イ
ア

ガ
ラ
ス
を
採
用
し
、
天
面
へ

レ
ー
ザ
ー
加
工
を
施
す
こ
と
で

光
沢
感
が
あ
り
な
が
ら
も
反
射

を
抑
え
た
ハ
ー
フ
マ
ッ
ト
調
に

仕
上
げ
て
い
る
。

　『OCW
-S7000RA

』
は
ブ

ル
ー
と
ブ
ラ
ウ
ン
、『OCW

-
S400RA

』は
ブ
ル
ー
と
グ
リ
ー

ン
、『OCW

-T2600RA

』
は

グ
レ
ー
の
文
字
板
カ
ラ
ー
を
採

用
。個
性
的
で
あ
り
な
が
ら
も
、

落
ち
着
き
の
あ
る
印
象
に
ま
と

め
て
い
る
。

　
機
能
面
で
は
、
電
波
受
信
機

能
に
加
え
てBluetooth®

通

信
を
使
用
し
た
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
リ
ン
ク
に
よ
る
時
刻
修
正
機

能
を
搭
載
（OCW

-T2600RA

を
除
く
）、
実
用
性
も
確
保
し

て
い
る
。

　
型
番
、
カ
ラ
ー
、
希
望
小
売

価
格
（
税
込
）
は
次
の
通
り
。

OCW
-S7000RA-2A

（
定
番

モ
デ
ル
）
ブ
ル
ー
21
万
４
５
０

０
円
。OCW

-S7000RA-5A

ブ
ラ
ウ
ン
21
万
４
５
０
０
円
。

OCW
-S400RA-2A

（
同
）

ブ
ル
ー
18
万
１
５
０
０
円
。

OCW
-S400RA-3A

（
同
）

グ
リ
ー
ン
18
万
１
５
０
０
円
。

O
CW
-T
2600RA

-8A

グ

レ
ー
12
万
１
０
０
０
円
。

　
セ
イ
コ
ー
ウ
オ
ッ
チ
㈱
（
東

京
都
中
央
区
、
内
藤
昭
男
代
表

取
締
役
社
長
）
は
、
ク
ロ
ッ
ク

の
最
高
級
ブ
ラ
ン
ド
で
あ
る
デ

コ
ー
ル
セ
イ
コ
ー
よ
り
、
文
字

板
に
国
の
伝
統
的
工
芸
品
に
指

定
さ
れ
て
い
る
、
江
戸
切
子
を

施
し
た
置
時
計
を
７
月
４
日
か

ら
、
販
売
す
る
。

　
江
戸
切
子
の
工
程
は
、
カ
ッ

ト
の
ラ
イ
ン
と
切
れ
込
み
の
深

さ
を
常
に
均
一
に
保
つ
柄
に
仕

上
げ
る
た
め
に
、
下
絵
の
写
し

か
ら
カ
ッ
ト
、
仕
上
げ
の
磨
き

ま
で
の
全
工
程
を
熟
練
の
職
人

の
手
仕
事
で
行
わ
れ
る
。

　
文
字
板
に
古
来
よ
り
吉
祥
文

様
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る

「
麻
の
葉
」
柄
は
、
成
長
の
早

い
麻
に
あ
や
か
り
、
子
供
の
健

や
か
な
成
長
を
願
う
意
味
が
込

め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
企

業
の
成
長
や
繁
栄
を
象
徴
す
る

も
の
と
し
て
も
様
々
な
場
面
で

の
ギ
フ
ト
に
好
適
。

　
六
角
形
を
基
本
と
し
た
連
続

す
る
幾
何
学
的
な
美
し
さ
は
12

時
間
表
示
の
時
計
の
文
字
板
と

の
相
性
も
良
く
、
宙
に
浮
い
た

よ
う
に
セ
ッ
ト
さ
れ
た
文
字
板

と
組
み
合
わ
さ
る
こ
と
で
、
み

ず
み
ず
し
い
透
明
感
に
豊
か
な

奥
行
き
を
加
え
て
い
る
。

　
同
社
製
品
取
扱
の
時
計
店
、

百
貨
店
、
家
電
量
販
店
等
の
時

計
売
り
場
、
Ｅ
Ｃ
サ
イ
ト
他
、

同
社
オ
ン
ラ
イ
ン
ス
ト
ア
（ht

tps://w
w
w
.seikoclock-

online.jp
）
で
買
い
求
め
ら
れ

る
。

　
希
望
小
売
価
格
（
税
込
）
は
、

77
万
円
。
問
い
合
わ
せ
は
同

社
ク
ロ
ッ
ク
お
客
様
相
談
室
・

電
話
０
１
２
０
‐
３
１
５
‐

４
７
４
ま
で
。

　
最
後
に
、長
井
前
会
長
か
ら
、

６
月
13
日
に
前
会
員
で
あ
っ
た

梶
光
夫
氏
が
国
立
西
洋
美
術
館

に
同
氏
の
エ
マ
ー
ユ
コ
レ
ク
シ

ョ
ン
１
４
８
点
を
寄
贈
し
「
梶

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
―
色
彩
の
宝

石
、
エ
マ
ー
ユ
の
美
」
展
が
開

か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
（
本
紙

３
月
20
日
号
１
面
で
期
報
）
見

学
会
を
行
う
こ
と
が
伝
え
ら
れ

た
。

れ
、決
議
受
講
の
第
１
号
議
案
、

第
２
号
議
案
が
審
議
さ
れ
、
全

て
可
決
さ
れ
た
。

　
こ
の
中
の
役
員
選
任
承
認
の

件
で
は
、
13
人
の
理
事
と
３
人

の
監
事
が
選
出
さ
れ
、
別
室
で

開
か
れ
た
理
事
会
に
よ
っ
て
星

野
学
氏
が
新
会
長
に
決
ま
っ

た
。

　
さ
ら
に
新
た
な
役
員
・
委
員

会
構
成
と
組
織
図
も
公
表
さ
れ

た
（
２
面
に
掲
載
）。

　
総
会
後
に
は
、
新
名
誉
会
員

紹
介
、
40
年
在
籍
正
会
員
表
彰

状
授
与
、
功
労
者
表
彰
授
与
が

行
わ
れ
、
次
期
役
員
紹
介
、
次

期
顧
問
紹
介
が
行
わ
れ
た
。

　
こ
の
あ
と
星
野
新
会
長
が
挨

拶
で
「
い
ま
私
に
で
き
る
こ
と

か
ら
始
め
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん

に
お
願
い
が
あ
り
ま
す
」
と
し

た
あ
と
、
Ｊ
Ｊ
Ｄ
Ａ
の
現
在
の

状
況
は
、
会
員
減
で
財
源
が
厳

し
く
な
っ
て
お
り
、
こ
の
ま
ま

で
は
、
２
年
後
に
は
Ｊ
Ｊ
Ｄ
Ａ

も
維
持
で
き
な
く
な
る
。
そ
の

た
め
に
は
①
財
源
確
保
に
新
規

後
援
者
の
確
保
②
積
極
的
に
会

員
を
募
る
活
動
を
し
て
い
く
、

退
会
者
に
は
も
う
少
し
待
っ
て

も
ら
う
よ
う
に
し
て
も
ら
う
―

―
な
ど
の
す
る
と
し
「
以
前
の

よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
が
出
来
て
い

な
い
が
、
Ｊ
Ｊ
Ｄ
Ａ
の
魅
力
を

伝
え
て
い
き
た
い
。
こ
れ
か
ら

の
２
年
間
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
」
と
決
意
を
語
っ

た
。

　
こ
の
あ
と
、
次
期
委
員
長
の

紹
介
、
新
入
会
員
の
紹
介
が
行

わ
れ
た
。

　
２
０
２
５
年
３
月
31
日
現
在

の
会
員
数
は
、
正
会
員
２
１
８

人
、
賛
助
会
員
21
人
、
名
誉
会

員
10
人
の
合
計
２
４
９
人
と
な

っ
て
い
る
。

　
日
本
ジ
ュ
エ
リ
ー
デ
ザ
イ
ナ

ー
協
会
（
東
京
都
中
央
区
、
長

井
豊
会
長
＝
Ｊ
Ｊ
Ｄ
Ａ
）
は
、

５
月
29
日
に
東
京
都
中
央
区
の

区
立
男
女
平
等
セ
ン
タ
ー
で

「
第
14
回
定
時
総
会
」
を
開
催

し
、
新
会
長
に
星
野
学
氏
を
選

任
し
た
。

　
総
会
で
は
、
最
初
に
２
０
２

３
年
秋
ご
ろ
に
亡
く
な
っ
た
日

野
美
恵
子
氏
の
黙
と
う
が
行
わ

れ
、
長
井
会
長
の
挨
拶
に
続
い

て
議
事
に
入
り
、
２
０
２
４
年

度
事
業
報
告
、
２
０
２
５
年
度

事
業
計
画
及
び
予
算
が
報
告
さ

▽理事長＝加藤久雄（関東、新任）
▽副理事長＝鹿野琢也（関西）、望月英樹（関
東、新任）、中澤賢一（関東、関東支部長）、
水渓哲也（中部、中部支部長）、佐野圭一（関
西、関西支部長、新任）
▽専務理事＝奥村英則（関東）
▽常任理事＝髙橋洋一（関東、総務部長）、
依田勝寿（関東、渉外部長）、川崎雅章（関東、
渉外）、丸山嘉一（関東、事業部長）、大崎裕
和（関東、事業）、久保田朝夫（関東、広報）、
藤田健（関東、渉外）、政木喜仁（関東、渉外、
新任）、宮口耕一（関西、事業），福山弘城（関西、
事業）、吉光実（関西、事業）、山口康（関東、
事業）、流石伊知郎（関東、渉外）、野辺靖人
（関東、広報）、松田宗久（関東、事業）、嘉
流貴英（関西、事業）、岩崎孝信（中部、事業）、
古屋秀市（関東、総務、新任）
▽理事＝アナンド・ゴキ（関西、事業）、湯
川啓介（関東、事業）、平松良夫（関東、事
業）、和田康司（関西、事業）、丸山哲司（関
東、事業、新任）
▽相談役＝中川政照（関西）、渡辺幸春（関東、
新任）
▽監事＝堀野博之（関東）、伊東直樹（中部、
新任）

　
全
国
宝
石
卸
商
協
同
組
合

（
東
京
都
千
代
田
区
、
望
月
英

樹
理
事
長
）
は
、
５
月
21
日
に

東
京
都
千
代
田
区
の
東
京
美
宝

会
館
で
「
第
72
回
通
常
総
会
」

を
開
催
し
、
加
藤
久
雄
新
理
事

長
の
就
任
な
ど
全
て
の
議
案
を

全
会
一
致
で
承
認
し
、
令
和
６

年
の
事
業
報
告
で
、
組
合
本
部

の
令
和
７
年
２
月
28
日
に
開
催

さ
れ
た
第
１
回
理
事
会
で
は
、

理
事
の
定
年
を
70
歳
、
相
談
役

の
定
年
を
80
歳
に
す
る
―
―
こ

と
も
決
議
さ
れ
て
い
た
。

　
総
会
は
、
最
初
に
望
月
理
事

長
が
「
本
日
は
役
員
改
選
も
あ

り
ま
す
の
で
、
慎
重
な
審
議

を
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
」
と
挨
拶
を
行
い
始
め
ら

れ
た
。

　
各
支
部
別
組
合
員
数
の
内
訳

で
は
、
関
東
支
部
が
64
、
関
西

支
部
が
36
、
中
部
支
部
が
６
の

合
計
１
０
６
会
員
に
な
っ
た
こ

と
も
報
告
さ
れ
た
。

　
役
員
改
選
で
は
、
別
表
の
よ

う
に
理
事
30
人
、相
談
役
２
人
、

監
事
２
人
が
選
出
さ
れ
、
新
理

事
長
に
は
、
関
東
支
部
の
加
藤

久
雄
氏
が
選
任
さ
れ
た
。

　
加
藤
新
理
事
長
は
閉
会
の
挨

拶
で
「
総
会
に
も
若
い
人
が
増

え
て
き
て
、
活
性
化
し
て
き
ま

し
た
。
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
も
定
着

し
て
売
上
も
上
が
っ
て
き
ま
し

た
の
で
、
事
業
を
積
極
的
に
や

っ
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
皆
さ

ん
の
意
見
聞
き
、
新
し
い
こ
と

を
や
っ
て
、
よ
り
活
性
化
さ
せ

て
い
く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま

す
」
と
し
た
。

令和７年度本部役員及び役務

　東京金銀器工業協同組合（東京都台

東区、泉健一郎理事長）は、５月２７

日に東京都台東区の区立浅草文化観光

センターで「第７５期通常総会」を開

催し、泉理事長の再任などを決めた。

　
最
初
に
泉
理
事
長
が
「
昨
年

12
月
に
永
く
理
事
長
を
務
め
ら

れ
た
森
將
氏
が
急
逝
し
た
た

め
、
急
き
ょ
理
事
長
を
引
き
受

け
た
私
が
こ
の
場
に
い
ま
す
。

今
日
は
、
役
員
改
選
の
議
題
も

あ
り
ま
す
の
で
、
慎
重
に
審
議

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
」
と
挨

拶
を
行
っ
た
。

　
総
会
で
は
、
泉
理
事
長
が
議

長
と
な
り
第
１
号
議
案
か
ら
第

６
号
議
案
ま
で
審
議
さ
れ
全
て

承
認
さ
れ
た
。
こ
の
中
の
、
↘

↙
令
和
７
年
度
事
業
計
画
で

は
、
今
年
度
に
伝
統
工
芸
士
試

験
を
行
い
、
課
題
と
な
っ
て
い

る
後
継
者
育
成
に
組
合
と
し
て

力
を
注
い
で
い
く
た
め
に
、〝
従

事
・
後
継
者
技
能
研
修
会
〟
の

開
催
準
備
を
進
め
て
い
く
―
―

と
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
理
事
及
び
監
事
選
挙

の
件
で
は
、
投
票
に
よ
り
理
事

役
員
が
決
定
し
、
別
室
で
開
か

れ
た
理
事
会
で
泉
理
事
長
の
再

任
が
決
め
ら
れ
た
。

星
野
学
新
会
長
が
所信

表
明

日
本
ジ
ュ
エ
リ
ー
デ
ザ
イ
ナ
ー
協
会
総
会

「
梶
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
―
色
彩
の
宝

石
、
エ
マ
ー
ユ
の
美
」
展
を
見
学
へ

①財源確保に新規後援者の確保②積極的に会員募る活動

組織の維持へ全力 ２施策推進

グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
文
字
板
を
採
用

カシオ 「ＯＣＷ」５モデルを６月１３日に発売

アナログ電波ソーラーウオッチ『オシアナス』新製品

６
月
10
日
は『
時
の
記
念
日
』

デ
コ
ー
ル
セ
イ
コ
ー
か
ら
７
月
４
日
に
発
売

文字板に「麻の葉」

文様を江戸切子で

あしらった置時計

新
理
事
長
に
加
藤
久
雄
氏

各
支
部
合
計
106
組
合
に

全国宝石卸商協同組合 総会

すべての議案を全会一致で承認

若
い
人
が
増
え
活
性
化
オ
ー
ク
シ
ョ
ン

売
上
も
増
加
中

若
い
人
が
増
え
活
性
化

東
京
金
銀
器
工
業
協
同
組
合
総
会

13
人
の
理
事
を
選
出

後継者育成のため開催準備中

従事・後継者技術者技能研修会

＜令和７年度事業計画＞

泉理事長の
再任を決定

星野学新会長

㊤選出され
た役員㊧総
会の様子

加藤久雄新理事長

総会の様子

開催された第 75 期
通常総会の様子

セ
イ
コ
ー
ウ
オ
ッ
チ

文字板に「麻の葉」

文様を江戸切子で

あしらった置時計
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